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二
〇
二
一
年
度
も
乱
歩
邸
の
来
館
に
制

限
が
か
か
る
日
々
で
し
た
が
、
デ
ジ
タ
ル

設
備
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
非
接
触
の
公
開

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
セ
ン
タ
ー
と

し
て
は
、
学
内
外
の
力
を
借
り
つ
つ
、
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
や
ア
プ
リ
の
開
発
、
乱

歩
邸
の
３
Ｄ
化
の
他
、建
築
や
映
像
な
ど
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
駆
使
し
た
乱
歩
研
究
を

着
々
と
進
め
て
き
ま
し
た
。そ
の
成
果
は
、

Ｈ
Ｐ
に
て
公
開
予
定
で
す
。
研
究
者
の
み

な
ら
ず
、
一
般
の
方
々
に
も
お
楽
し
み
に

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
（
Ｎ
） 

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

セ 

ン 

タ 

ー 

通 

信  

第
十
六
号

二
〇
二
二
年
三
月
十
五
日  

発
行

編
集
・
発
行  

立
教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念

大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
一
七
一–

八
五
〇
一 

東
京
都
豊
島
区
西
池
袋
三
￨
三
四
￨
一

電
話
番
号 

〇
三
￨
三
九
八
五
￨
四
六
四
一

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
） 

 ram
po@

rikkyo.ac.jp　

   
-—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—
—

—

一
般
公
開
日
に
つ
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
H
P

を
ご
覧
下
さ
い
。

　

式
次
第
は
ど
こ
も
大
体
関
係
者
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
記
念
品
の
贈
呈
、
受
賞
者
の
コ
メ

ン
ト
と
い
う
の
が
基
本
で
あ
る
。
で
あ
る
か

ら
、
あ
る
程
度
予
備
知
識
を
つ
け
て
い
か
な

け
れ
ば
よ
く
わ
か
ら
な
い
の
で
は
、
と
い
う

心
配
が
あ
っ
た
。 

　

準
備
と
ば
か
り
に
受
賞
二
作
品
を
読
み
終

え
て
臨
ん
だ
が
、心
配
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

第
六
十
七
回
江
戸
川
乱
歩
賞
贈
呈
式
、
初
の

一
般
公
開
は
、
乱
歩
賞
に
詳
し
く
な
い
、
受

賞
作
も
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
人
に
も
ア
プ

ロ
ー
チ
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
満
載
で
あ
っ

た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
京
極
夏
彦
氏
の
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
乱
歩
賞
の
紹
介
が
あ
り
、

な
ん
と
な
く
こ
の
賞
の
小
説
業
界
に
お
け
る

立
ち
位
置
を
掴
む
。
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
受

賞
二
作
品
の
Ｐ
Ｒ
動
画
で
あ
る
。
伏
尾
美
紀

氏
の『
北
緯
43
度
の
コ
ー
ル
ド
ケ
ー
ス
』で
は
、

作
中
の
文
章
を
畳
み
か
け
る
様
に
Ｐ
Ｖ
に
組

み
込
ん
で
複
雑
に
絡
み
合
う
事
件
の
様
相
を

表
現
し
て
い
た
。
ま
さ
に
文
章
の
ビ
ジ
ュ
ア

ル
化
で
あ
る
。
次
に
桃
野
雑
派
氏
の
『
老
虎

残
夢
』
で
は
、
作
品
内
の
特
殊
な
密
室
状
況

が
提
示
さ
れ
、
キ
ャ
ラ
立
ち
し
て
い
る
登
場

人
物
た
ち
が
イ
ラ
ス
ト
に
な
り
、
ま
る
で
活

劇
の
様
相
で
あ
っ
た
。
興
味
を
引
く
に
は
最

初
の
～
秒
が
大
事
な
ど
の
言
説
が
あ
る
昨
今
、

小
説
は
不
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
不
利
を

も
の
と
も
せ
ず
一
分
程
の
動
画
で
ま
ず
は
魅
力

を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
は
野
心
的
だ
。 

「
か
な
い
ま
す
な
ら
ば
一
人
で
も
多
く
の
方

に
受
賞
作
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
て
お
読

み
い
た
だ
き
た
い
。（
中
略
）
小
説
は
読
者

に
届
い
て
完
成
し
ま
す
」 

　

京
極
夏
彦
氏
の
冒
頭
の
言
葉
が
印
象
に
残

る
。 　
　
　
　
　
（
早
稲
田
大
学
大
学
院
生
）

　

二
〇
二
一
年
一
一
月
一
日
、
第
六
十
七
回

江
戸
川
乱
歩
賞
・
第
七
十
四
回
日
本
推
理
作

家
協
会
賞
贈
呈
式
が
豊
島
区
立
芸
術
文
化
劇

場
に
て
開
催
さ
れ
た
。
初
め
て
の
一
般
公
開

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、受
賞
作
家
の
他
に
も
、

日
本
推
理
作
家
協
会
代
表
理
事
の
京
極
夏
彦

氏
や
、
乱
歩
賞
の
選
考
委
員
の
貫
井
徳
郎
氏

ら
が
登
壇
す
る
ミ
ス
テ
リ
ー
愛
好
者
に
と
っ

て
「
千
載
一
遇
」
の
好
機
と
な
っ
た
。
京
極

氏
の
愛
読
者
で
あ
る
筆
者
も
あ
ら
ゆ
る
期
待

を
膨
ら
ま
せ
な
が
ら
当
日
を
迎
え
た
。 

　

贈
呈
式
が
温
か
い
見
守
り
の
中
で
無
事
に

終
わ
っ
た
後
、
佐
藤
究
氏
と
丸
山
ゴ
ン
ザ
レ

ス
氏
に
よ
る
「
江
戸
川
乱
歩
邸
」
の
Ｖ
Ｔ
Ｒ

が
流
さ
れ
た
。
両
氏
は
乱
歩
邸
内
を
巡
り
、

 
江
戸
川
乱
歩
賞
贈
呈
式 

所
感  

  

塩
　
井
　
祥
　
子

江
戸
川
乱
歩
賞
＆
日
本
推
理
作
家

協
会
賞
贈
呈
式
・
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト   

  

王
　
　
羽
　
萌

肌
で
感
じ
た
家
の
雰
囲
気
を
満
場
の
観
客
に

伝
え
て
い
た
。
さ
ら
に
、
乱
歩
の
令
孫
平
井

憲
太
郎
氏
が
乱
歩
と
乱
歩
邸
の
思
い
出
等
を

ユ
ー
モ
ア
混
じ
り
に
語
り
、
観
客
た
ち
は
す

っ
か
り
心
を
と
ら
わ
れ
た
様
子
で
あ
っ
た
。 

　

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
に
は
京
極
氏
、貫
井
氏
、

綾
辻
行
人
氏
、
辻
村
深
月
氏
が
登
場
し
、
乱

歩
賞
の
性
格
や
選
考
の
様
子
、
期
待
す
る
作

品
像
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
京
極
氏
は

選
考
会
を
作
家
が
集
ま
る
空
間
と
し
て
、
先

輩
が
後
輩
の
世
話
を
見
守
る
と
い
う
乱
歩
か

ら
続
く
慣
習
を
受
け
継
い
で
い
る
場
で
も
あ

る
と
語
っ
た
。
折
衝
を
重
ね
て
受
賞
作
を
決

め
て
い
く
選
考
委
員
た
ち
の
姿
が
、
あ
り
あ

り
と
目
の
前
に
浮
か
ん
で
き
た
。 

　

最
も
興
味
深
か
っ
た
話
は
、「
期
待
す
る

作
品
」
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
作
品
を
応
募

す
れ
ば
選
考
委
員
の
目
に
留
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
。
京
極
氏
は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
し
て

の
セ
オ
リ
ー
は
も
と
よ
り
、
重
要
な
の
は
、

「
型
」
に
は
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
を
出
せ
る
か

ど
う
か
、
と
述
べ
、
京
極
氏
の
発
言
を
受
け

て
綾
辻
氏
も
自
分
ら
し
さ
を
出
す
べ
き
だ
と

語
っ
て
い
た
。
辻
村
氏
と
貫
井
氏
も
同
意
見

で
あ
っ
た
。
四
氏
の
座
談
に
は
、
今
後
の
ミ

ス
テ
リ
ー
に
対
す
る
期
待
と
進
む
べ
き
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
贈
呈
式
は

Y
outube

に
て
配
信
中
で
あ
る
。 
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大
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院
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